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いつまでも健康で住み続けられる、住みたくなるまち

報広

野田獅子楽保存会の皆さんが演じる獅子舞。獅子舞には邪気や悪霊を払う
力があるとされ、人々や家々を災いから守るため、また五穀豊穣や家内安
全、商売繁盛を願って舞われます。新年やお祭りの際に舞われることが多
いのも、これからの一年の幸福や繁栄を祈るためです。

野田獅子楽保存会の皆さんが演じる獅子舞。獅子舞には邪気や悪霊を払う野田獅子楽保保保保存存存存会の皆さんが演じる獅子舞 獅子舞には邪気や悪霊を払



す
。
そ
の
組
合
が
派
遣
事
業
を
行
い
ま
す
。
町
内

外
か
ら
集
ま
る
数
名
の
若
者
が
雇
用
さ
れ
、
各
種

の
事
業
者
で
あ
る
組
合
員
の
農
家
、
飲
食
店
、
製

造
業
者
、
介
護
業
者
等
に
派
遣
さ
れ
ま
す
。
そ
れ

に
よ
っ
て
、
各
事
業
者
は
人
手
不
足
を
穴
埋
め
出

来
ま
す
。
人
材
派
遣
利
用
料
金
は
事
業
者
が
負
担

す
る
わ
け
で
す
が
、
行
政
か
ら
の
補
助
も
あ
り
、

合
理
的
な
水
準
に
収
ま
っ
て
お
り
、
安
心
し
て
受

け
入
れ
を
継
続
す
る
事
が
可
能
で
す
。
例
え
ば
４

月
は
農
業
、
５
月
か
ら
10
月
は
飲
食
業
、
11
月
か

ら
３
月
は
製
造
業
な
ど
と
、
多
様
な
仕
事
を
行
い

な
が
ら
も
、
雇
用
は
無
期
常
時
雇
用
と
し
て
安
定

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
移
住
者
等
は
、
会
社
員
（
組
合
職
員
）

と
し
て
定
住
で
き
、
彼
ら
を
巻
き
込
ん
だ
地
域
づ

く
り
も
活
発
化
す
る
事
に
な
り
ま
す
。

　

良
い
こ
と
ず
く
め
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
先

発
す
る
事
例
を
見
ま
す
と
課
題
も
見
え
て
き
ま
す
。

①
職
員
の
採
用
難
が
顕
在
化
し
て
い
る
事
で
す
。

多
様
な
公
募
を
し
て
い
ま
す
が
、
職
業
と
し
て
の

魅
力
が
関
係
し
て
お
り
「
単
な
る
人
手
不
足
対
策

に
は
し
な
い
」
と
し
て
お
り
、
飲
食
店
に
事
業
継

承
を
前
提
と
し
た
コ
ー
ス
な
ど
組
合
離
職
後
の
姿
、

つ
ま
り
「
出
口
」
を
想
定
し
た
募
集
が
必
要
と
し

て
い
ま
す
。
②
女
性
の
就
業
、
③
行
政
の
移
住
相

談
窓
口
と
の
濃
密
な
連
携
が
必
要
。
組
合
は
仕
事
・

雇
用
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
加
え
、
時
に
は
職
員
の

住
宅
の
斡
旋
、
家
族
の
学
校
転
入
学
の
サ
ポ
ー
ト

な
ど
の
対
応
が
同
時
に
求
め
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

　

２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
は
、
こ
の
事
を
現
実

的
な
夢
と
し
て
取
り
組
ん
で
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
か
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
し

て
、
年
頭
の
所
感
と
い
た
し
ま
す
。
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年頭のごあいさつ年頭のごあいさつ年頭のごあいさつ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
は
、
総
合
的
な
取
り
組

み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
特
に
重
要
な
要
素
と
し
て
、
次
の
３
点

に
取
り
組
ん
で
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
①
人

材
育
成
、
②
関
係
人
口
の
拡
大
、
③
地
域
運
営
組

織
の
拡
充
で
す
。

　

人
口
減
少
社
会
で
生
き
抜
く
、
新
し
い
仕
組
み

を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
人
口
が
減
る
か
ら

「
消
滅
す
る
」と
考
え
る
の
で
は
な
く
、む
し
ろ「
新

し
い
仕
組
み
を
つ
く
ろ
う
」
と
い
う
事
で
す
。

　

今
ま
で
に
な
い
発
展
の
し
く
み
を
つ
く
る
ヒ
ン

ト
は
、
自
分
の
属
す
る
地
域
や
系
統
を
考
え
る
こ

と
だ
け
か
ら
は
生
ま
れ
て
き
ま
せ
ん
。
そ
の
ヒ
ン

ト
は
異
質
の
系
統
の
中
に
こ
そ
潜
ん
で
い
る
と
い

え
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
異
質
の
系
統
と
の
行
き

来
や
交
渉
す
な
わ
ち
交
流
が
、
新
し
い
発
展
に
は

不
可
欠
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
端
的
に
言
え

ば
、
そ
れ
は
関
係
人
口
の
拡
大
で
す
。

　

こ
こ
数
年
、
若
者
の
田
園
回
帰
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
中
々
実
感
が
伴
い
ま
せ
ん
。
何
故
だ
ろ
う

と
突
き
詰
め
て
考
え
る
と
、
行
き
当
た
る
も
の
の

一
つ
に
「
し
ご
と
」
と
言
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
そ
も
そ
も
農
山
村
で
あ
り
、仕
事
な
ど
な
い
か

ら
持
続
的
な
定
住
な
ど
は
無
理
だ
」
と
多
く
の
方

か
ら
言
わ
れ
、
私
も
そ
の
様
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

何
と
か
打
破
し
よ
う
と
、
こ
れ
ま
で
も
取
り
組

ん
で
来
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
更
に
こ
の
点
に

つ
い
て
２
つ
の
視
点
が
必
要
だ
と
思
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

一
つ
は
、
実
態
を
見
て
も
、
移
住
者
、
特
に
若

者
は
、
起
業
の
他
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
よ

う
に
「
仕
事
を
持
ち
込
む
」（
移
業
）、「
地
域
に
あ
っ

た
古
く
か
ら
の
仕
事
を
新
し
い
形
で
継
ぐ
」（
継
業
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化
）、
そ
し
て
、
例
え
ば
カ
フ
ェ
経
営
と
デ
ザ
イ
ン

事
務
所
経
営
の
組
み
合
わ
せ
等
「
い
ろ
い
ろ
な
仕

事
を
合
わ
せ
る
」（
多
業
化
）
と
い
う
対
応
を
し
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
若
者
は
「
起
業
」「
移
業
」「
継

業
」「
多
業
」
と
い
う
か
た
ち
で
仕
事
を
つ
く
り
始

め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
仕
事
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
短
期

的
に
は
、
起
業
の
た
め
の
資
金
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
相

談
す
る
機
会
の
提
供
等
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
町
と

し
て
も
創
業
支
援
や
相
談
の
機
会
も
、
来
る
の
を

待
つ
だ
け
で
無
く
情
報
発
信
等
、
ま
だ
ま
だ
強
化

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、「
仕
事
が
な
い
か
ら
帰
れ
な
い
」
と
聞

き
ま
す
。
こ
こ
は
そ
の
意
識
を
変
え
て
貰
う
、「
仕

事
を
創
り
に
帰
り
た
い
」
と
す
る
人
材
の
育
成
が

必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
教
育
を
は
じ
め
関
係

機
関
に
働
き
か
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
常
勤
雇
用
と
い
う
仕
事
を
つ
く

る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
移
住
が
活
発
化

す
る
中
で
、
起
業
等
の
為
に
来
る
と
言
う
人
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
添
田
町
に
移
住
し
農
業
を
や

り
た
い
が
独
り
立
ち
す
る
ま
で
に
は
生
活
が
あ
り
、

ど
う
し
よ
う
か
と
躊
躇
し
て
い
る
な
ど
聞
き
ま
す
。

　

半
農
半
Ｘ
と
い
う
農
業
半
分
他
の
仕
事
半
分
と

い
う
制
度
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
他
に
も
特
定
地

域
協
同
組
合
制
度
と
言
う
も
の
が
あ
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
２
０
１
９
年
11
月
に
議
員

立
法
と
し
て
成
立
し
た
「
地
域
人
口
の
急
減
に
対

処
す
る
た
め
の
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」
が
根
拠
法
で
す
。

　

具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
、
役
場
が
設
立
支

援
し
、
農
家
、
飲
食
店
、
製
造
業
者
、
介
護
業
者

等
を
組
合
員
と
す
る
特
定
地
域
組
合
を
設
立
し
ま

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
正
月
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か

　

２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
、
巳
年
で
す
。
巳
年

は
古
代
か
ら
再
生
や
永
遠
の
象
徴
と
さ
れ
、
皮
を

脱
ぎ
捨
て
新
た
な
姿
に
生
ま
れ
変
わ
る
姿
が
そ
の

象
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
意
味
か
ら
、

巳
年
は
新
し
い
挑
戦
や
変
化
に
対
し
て
前
向
き
な

姿
勢
を
示
す
年
と
も
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

巳
年
は
お
金
に
困
ら
な
い
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
添
田
町
を
「
に
ぎ
や
か
な
過
疎
」
に

し
て
い
き
ま
す
。
人
口
減
少
・
高
齢
化
等
言
わ
れ

て
久
し
い
中
、
皆
さ
ん
が
楽
し
く
過
ご
せ
る
町
に

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
「
に
ぎ
や
か
な
過
疎
」こ
れ
は
、
昨
年
全
国
山
村

振
興
連
盟
の
福
岡
県
理
事
と
し
て
理
事
会
に
出
席

し
た
際
、
明
治
大
学
農
学
部
教
授
小
田
切
徳
美
先

生
の
講
話
で
の
話
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
小

田
切
教
授
は
こ
う
言
っ
て
い
ま
し
た
。「
に
ぎ
や
か

な
過
疎
」
と
は
、「
過
疎
地
域
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

に
ぎ
や
か
だ
」
と
い
う
矛
盾
し
た
印
象
を
醸
し
出

し
て
い
る
農
山
漁
村
を
表
現
し
た
言
葉
で
す
。
あ

る
と
き
秀
逸
な
テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
（
テ

レ
ビ
金
沢
「
に
ぎ
や
か
な
過
疎
|
限
界
集
落
と
移

住
者
た
ち
の
７
年
間
」２
０
１
３
年
放
送
）を
見
て
、

そ
の
タ
イ
ト
ル
を
拝
借
し
て
「
に
ぎ
や
か
な
過
疎
」

と
称
し
た
と
言
う
事
で
し
た
。

　

人
口
減
少
は
続
く
も
の
の
、
小
さ
い
な
が
ら
新

た
な
動
き
が
間
断
な
く
起
こ
り
、
ガ
ヤ
ガ
ヤ
し
て

い
る
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
く
る
街
を
創
る
と
言
う

も
の
で
す
。「
に
ぎ
や
か
な
過
疎
」
に
し
て
い
く
と

言
っ
て
も
、
当
然
の
ご
と
く
何
も
せ
ず
に
、
そ
の

よ
う
な
地
域
が
形
成
さ
れ
、
持
続
化
す
る
も
の
で



令和７年２月３日から便利で安心なサービスがスタート！

コンビニで住民票などの交付サービスが始まります
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　マイナンバーカードを利用して、全国のコンビ
ニエンスストアなどに設置しているマルチコピー
機（キオスク端末）から「住民票の写し」と「印
鑑登録証明書」が取得できるようになります。また、
マイナポータルアプリから申し込みができるスマ
ホ用電子証明書を搭載しているスマートフォンも
利用可能です。
　日中は仕事で役場に行くのが大変、時間がなく
役場まで行けないなどのお悩みを解決する新サー
ビスをぜひご利用ください。

２ 月からコンビニエンスストアなどに設置して
いるマルチコピー機（キオスク端末）を自分

で操作して、添田町の
住民票の写しと印鑑登
録証明書が、役場の窓
口に行かずに、役場よ
りも安価に取得できるサービスが始まります。
　急に証明書が必要になったときは、マイナンバー
カードかスマホ用電子証明書を搭載しているスマー
トフォンと設定した４桁の暗証番号があれば最寄り
のコンビニエンスストアで取得できます。取得する
ときに操作するマルチコピー機は、タッチパネルで
簡単に操作でき、証明書交付後はコピー機には個人
情報に関するデータは残らず安心して利用できます。
マイナンバーカードの交付は、申請から約１か月か
かりますので、まだお持ちでない人は早めに手続き
ください。

簡単操作で気軽に証明書を取得

利 用者証明用電子証明書が搭載されたマイナン
バーカード、または署名用および利用者証明

用電子証明書のマイナンバーカード機能を搭載した
スマートフォンをコンビニなどに持参し、４桁の暗
証番号の入力など、画面の案内にしたがって端末の
操作を行ってください。

➡マルチコピー機（キオスク端末）のトップ画面で、
「行政サービス」を選択
➡利用上の同意事項が表示されるので、確認し「同
意する」を選択
➡「証明書の交付」を選択
※証明書交付以外のサービスを提供していない店舗
では、この画面は表示されません。
➡「証明書交付サービス」を選択
※マルチコピー機（キオスク端末）により画面表示
が異なります。
➡マルチコピー機（キオスク端末）
の所定の場所にあるカード置場に
マイナンバーカードを置く
➡「お住いの市区町村の証明書」を選択
➡マイナンバーカードの交付時に設定した４桁の暗

交付サービスが始まりま

ひこ

福岡県田川郡添田町

１ 通300円の手数料がかかる住民票の写しと、
印鑑登録証明書がコンビニエンスストアでは

200円と、100円お得に取得できます。２月から始ま

手数料は役場で取得するよりもお得！

種類 手数料 利用可能時間 取得できる範囲

 住民票の写し

１通200円

 ６時30分から23時まで
※12月29日～１月３日、シ
ステムメンテナンス時は利
用できません。

 ・添田町に住民登録がある人、またはその同じ世帯の人
 ・住民票コード入りの住民票は取得できません

 印鑑登録証明書  ・添田町に住民登録がある人で印鑑登録をしている人
 ・印鑑登録されている本人のものに限り取得できます

マ イナンバーカードの交付申請や写真撮影など
の補助を、役場職員が行います。役場窓口が

混んでいる場合はお待たせするときがありますので、
事前に電話での予約をおすすめします。また、申請
には運転免許証などの本人確認書類が必要です。

※顔写真付きの本人確認書類がな
いときは、保険証や年金手帳など
２点の提示が必要です。
※必ず申請する本人が来庁してく
ださい。

まずはマイナンバーカードをつくろう！

るサービスで取得できるのは住民票の写しと印鑑登
録証明書のみです。戸籍謄本・抄本や所得証明書な
どが必要なときは役場住民課までお越しください。

問 役場住民課戸籍住民係（☎ 82-1233）

全 国のマルチコピー機（キオスク端末）を設置
しているセブンイレブン、ローソン、ファミ

リーマート、ミニストップなどのコンビニ
エンスストアやイオン九州の各店舗で利用
できます。

利用できる店舗

証明書の取得方法

▷住民票コード入りの住民票の写し　▷転出者や死亡
者などの住民票の除票の写し　▷住所履歴の記載のあ
る住民票の写し　▷住居情報の保護措置など証明書の
交付制限を受けている人の住民票の写し　▷住民票記
載事項証明書　▷条例などで手数料が免除されるとき

証番号を入力し、本人確認を行う
➡マイナンバーカードを取り外す
※この操作以降、マイナンバーカードは使いません。
カード置き場にお忘れにならないようご注意くださ
い。
➡お住まいの市区町村で取得可能な証明書の一覧が
表示されるので、「住民票の写し」を選択
➡証明書の交付種別を選択。世帯主・続柄など証明
書に記載する項目の有無を選択し、確定ボタンを押
す
➡必要な部数を入力し、確定ボタンを押す
➡これまで入力した内容が正しいかどうか、最終確
認を行い、確認後に「確定ボタン」を押す。訂正が
必要な場合は該当項目の入力画面、または選択画面
に戻って訂正を行う
➡表示された交付手数料をお金の投入口に入金、証
明書が印刷
※操作するキオスク端末で
表示が異なります。

次の情報を含む証明書は役場窓口で

▷コンビニで取得した証明書の交換や手数料の返金は
できません。
▷印鑑登録証ではコンビニ交付サービスを利用できま
せん。
▷マイナンバーカード取得時に設定した暗証番号（４
桁数字）の入力を連続して３回間違えるとロックがか
かります。暗証番号を忘れた場合、役場窓口で再設定
の手続きができます。
▷マイナンバーカードの交付や継続利用の手続き、住
所異動、戸籍の届出をしたときは、情報が反映される
まで数日かかることもあります。その間はコンビニ交
付を利用できません。
▷１通あたり複数枚にわたる証明書の場合、コンビニ
交付ではホッチキス止めがされません。ページ番号と
固有番号が印字されますので確認の上、証明書とマイ
ナンバーカードの取り忘れにご注意ください。

お気をつけください！

▷マルチコピー機（キオスク端末）とのデータ通信は、
専用回線を使用しデータを暗号化しています。証明書
を発行した後、データは消去されます。
▷窓口で証明書を交付する場合、証明書に使用する紙
は専用紙を使用していますが、コンビニ交付ではＡ４
サイズの普通紙（白紙）を使用しています。
　このため、証明書には印刷時に不正防止処理が施さ
れており、コピーするとけん制文字として「複写」が
浮かび上がるといった対策がされています。

情報は守られます！安全・安心ポイント

コンビニで「住民票の写し」を取得するとき
100円もお得なのね

利用可能な店舗の確認はコチラから↑

日曜でも
住民票が
とれるひ

こ

コピー機（キオスク端末）を自分
町の
鑑登
の窓
場よ
きるサービスが始まります。←コンビニで証明書を取得する

　ときの詳しい操作方法はデジ
　タル庁ホームページで確認
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彦
山
川

めんべい
添田町工場

県
道

34

  

添
田
警
部
交
番    

岩瀬橋

豊川橋

朝日ヶ
丘団地

朝日ヶ
丘団地

伊原

伊原北

まちなか → 添田駅

 添田警部交番前 9：20 10：50 12：20 〃 〃

 火渡橋 9：22 10：52 12：22 〃 〃

 伊原 9：23 10：53 12：23 〃 〃

 朝日ヶ丘団地前 9：25 10：55 12：25 〃 〃

 デイリーヤマザキ田川添田店 9：27 10：57 12：27 〃 〃

 旧伊原駅 9：28 10：58 12：28 〃 〃

 庄地区集会所前 9：33 11：03 12：33 14：13

 役場 9：35 11：05 12：35 14：15

 郵便局横 9：39 11：09 12：39 14：19

 添田小学校口 9：40 11：10 12：40 14：20

 畑川 9：41 11:11 12:41 14:21

 宮城内科胃腸科医院前 9:42 11:12 12:42 14:22

 添田駅 9:44 11:14 12:44 14:24

添田駅 → まちなか

 添田駅入口 8：09 8：59 9：59 11：24 12：49 14：34

 添田駅 8：10 9：00 10：00 11：25 12：50 14：35

 宮城内科胃腸科医院前 8：13 9：03 10：03 11：28 12：53 14：38

 畑川 8：14 9：04 10：04 11：29 12：54 14：39

 添田小学校口 8：15 9：05 10：05 11：30 12：55 14：40

 郵便局横 8：16 9：06 10：06 11：31 12：56 14：41

 役場 8：18 9：08 10：08 11：33 12:58 14：43

 庄地区集会所前 〃 〃 9：11 10：11 11：36 13：01 14：46

 役場 〃 〃 〃 〃 10：13 11：38 13：03 14：48

 添田警部交番前 〃 〃 〃 〃 10：15 11：40 〃 〃 14：50

 火渡橋 〃 〃 〃 〃 10:17 11:42 〃 〃 14:52

 伊原 〃 〃 〃 〃 10:18 11:43 〃 〃 14:53

 朝日ヶ丘団地前 〃 〃 〃 〃 10:20 11:45 〃 〃 14:55

 デイリーヤマザキ田川添田店 〃 〃 〃 〃 10:22 11:47 〃 〃 14:57

 旧伊原駅 〃 〃 〃 〃 10:23 11:48 〃 〃 14:58

　２月１日から町バスに新しいバス停を設置します。新しいバス停
は、平日のみ添田駅周辺を運行する「まちなかコース」で伊原方面
への運行が始まることから『火渡橋』『伊原』『朝日ヶ丘団地前』『デ
イリーヤマザキ田川添田店』『旧伊原駅』の５か所と、「ひこさんコー
ス」で英彦山スロープカー花駅に『英彦山スロープカー』を設置予
定。日々のお買物や通院、観光などにぜひご利用ください。

〇運休日　
▶まちなかコース　土・日・祝日、
12月29日～１月３日　　
▶ひこさんコース　12月29、30日
※12月31日～１月３日の間は土・
日・祝日の時刻表で運行し、「神宮
下」への乗り入れはありません。
〇運賃の減免には条件があります。
詳しくは役場まちづくり課まで問
い合わせください。
○交通事情や天候により遅れる場
合や運休になる場合があります。
○停留所標識は、往路・復路のい
ずれかにのみ設置しています。

運賃表 （  ）内は減免対象者の運賃

10km未満 10km以上

子ども 100円（30円） 150円（40円）

大人 200円（50円） 300円（80円）

※保護者同伴の４歳未満は無料。
※現金または回数券のみ使用可。車内
での両替はできません。

中島家
住宅

添
田
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
主
催

第
40
回
添
田
町
少
年
の
主
張
大
会

11
月
30
日
、
少
年
の
主
張
大
会
が
オ
ー

ク
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
内
の
各

小
学
校
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
人
と
中
学
校
か

ら
２
人
、
計
６
人
の
代
表
が
自
分
の
考
え

や
思
っ
て
い
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
７
月
の
大
雨
で
被
災
し
た
小
学

校
に
通
学
し
災
害
に
備
え
る
こ
と
の
大
切

さ
を
学
ん
だ
こ
と
、
家
族
と
の
時
間
を
大

切
に
し
た
い
３
つ
の
理
由
、
５
年
前
に
見

た
Ｃ
Ｍ
が
強
く
心
に
残
り
映
像
を
制
作
す

る
職
業
に
つ
く
こ
と
が
夢
と
な
っ
た
こ
と
、

家
族
旅
行
で
行
っ
た
広
島
の
原
爆
ド
ー
ム

を
見
て
、
戦
争
・
原
子
爆
弾
の
悲
惨
さ
を

体
感
し
た
こ
と
、
部
活
で
目
標
と
し
て
い

た
県
大
会
の
出
場
は
叶
わ
な
か
っ
た
が
、

チ
ー
ム
を
支
え
て
く
れ
る
仲
間
や
家
族
の

存
在
に
感
謝
し
次
の
大
会
で
の
目
標
達
成

を
誓
っ
た
こ
と
を
、
自
分
の
言
葉
で
力
強

く
堂
々
と
発
表
。
審
査
の
結
果
、
出
生
時

の
体
重
が
１
０
０
０
グ
ラ
ム
以
下
の
超
低

出
生
体
重
児
で
生
ま
れ
な
が
ら
も
、
家
族

や
同
級
生
な
ど
の
支
え
で
毎
日
を
一
生
懸

命
に
生
き
、
命
へ
の
感
謝
を
述
べ
た
中
元

寺
小
学
校
代
表
の
川
津
命
さ
ん
が
最
優
秀

賞
に
輝
き
ま
し
た
。

第
4

添

町
少
年年

主主主
張張
大大大
会

今
、み
ん
な
に

伝
え
た
い
こ
と

添田中１年
森山 心湧さん

私
が
目
に
し
た
景
色

添田小６年
毛利 蘭さん

「
将
来
の
夢
」

落合小６年
深見 翔さん

僕
の
災
害
の
備
え

真木小６年
安方 稀帆さん

か
け
が
え
の
な
い
家
族
と
の
時
間

添田中２年
安藤 璃子さん

私
の
目
標

問 教育委員会社会教育課（☎82-2559）

※川津さんは添田町代表として２月に福智町で開催予定の田川地区大会に出場します。
※文章は原文のままではなく、主張の主な内容を一部抜粋、要約して掲載しています。ご了承ください。

564
ｇ
、
こ
れ
は
何
の
重
さ
で
し
ょ
う
か
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
？
食
器
用
洗
剤
？
み
な
さ
ん

が
想
像
し
た
も
の
と
絶
対
に
違
う
答
え
を
今
か
ら
説
明
し
ま
す
。
答
え
は
、
私
が
生

ま
れ
た
時
の
体
重
で
す
。
私
は
予
定
日
よ
り
半
年
も
早
く
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
時
の

体
重
が
564
ｇ
だ
っ
た
の
で
す
。
500
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
同
じ
く
ら
い
の
重
さ

し
か
な
い
、
小
さ
な
小
さ
な
身
体
で
生
ま
れ
て
き
た
の
で
す
。
私
は
、
九
州
大
学
病
院
で
生

ま
れ
て
半
年
間
ず
っ
と
入
院
し
、
た
く
さ
ん
の
手
術
を
受
け
ま
し
た
。
退
院
す
る
時
に
は
、

酸
素
を
送
る
管
を
鼻
に
つ
け
、
三
歳
ま
で
は
家
の
周
り
で
遊
ぶ
時
も
酸
素
の
管
を
つ
け
て
い

ま
し
た
。
体
が
弱
く
、
入
院
退
院
の
繰
り
返
し
で
し
た
。
三
歳
の
時
に
、
や
っ
と
酸
素
が
外

れ
、
四
歳
で
保
育
園
に
入
園
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
体
力
も
つ
き
、
小
学
校
に

入
学
し
ま
し
た
。
同
級
生
の
女
の
子
は
私
一
人
で
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
男
の
子
五

人
が
、
み
ん
な
本
当
に
優
し
く
て
、
い
つ
も
助
け
て
く
れ
ま
し
た
。
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ

て
、
だ
ん
だ
ん
と
勉
強
が
難
し
く
な
り
ま
し
た
。
私
は
、
小
さ
く
生
ま
れ
た
事
で
、
体
が
弱
く
、

何
を
す
る
の
も
遅
く
、
覚
え
る
事
が
苦
手
な
の
で
、
周
り
の
友
達
よ
り
何
倍
も
努
力
す
る
事

が
必
要
で
す
。
例
え
ば
、
運
動
会
の
ダ
ン
ス
で
は
、
動
き
を
一
つ
一
つ
覚
え
る
こ
と
が
苦
手

な
私
は
、
家
に
帰
っ
て
、
音
楽
を
か
け
な
が
ら
、
何
度
も
練
習
し
ま
す
。
何
度
も
何
度
も
練

習
し
て
覚
え
ま
す
。
だ
か
ら
、
本
番
で
成
功
し
た
時
に
は
、「
練
習
し
た
甲
斐
が
あ
っ
た
」
と

思
っ
て
嬉
し
く
な
り
ま
す
。
来
年
は
、中
学
校
入
学
。
た
く
さ
ん
の
不
安
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、

い
つ
も
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
が
、「
人
と
比
べ
る
こ
と
は
な
い
。
自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
み

な
さ
い
」「
と
に
か
く
、
毎
日
を
楽
し
み
な
さ
い
」と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。そ
の
言
葉

を
聞
く
と
、「
比
べ
な
く
て
も
い
い
ん
だ
」「
毎
日
楽
し
ん
で
い
る
よ
」
と
、ホ
ッ
と

し
た
気
持
ち
に
な
れ
る
の
で
す
。
私
の
名
前
は
「
命み
こ
と」。「

命い
の
ち」

と
書
い
て
「
み
こ

と
」。こ
の
名
前
は
、
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
か
ら
、
最
初
に
も
ら
っ
た
贈
り
物
で
す
。

私
は
、
こ
の
名
前
が
大
好
き
で
す
。
二
年
前
、
私
が
生
ま
れ
た
九
州
大
学
病
院
で

出
会
っ
た
、
初
め
て
の
友
達
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
私
は
、
そ
の
友
達
の
分
ま
で
、

自
分
の
「
命い
の
ち」

と
し
っ
か
り
向
き
合
い
、
一
つ
し
か
な
い
か
け
が
え
の
な
い「
命い

の
ち」

と
、
私
の
名
前
「
命み
こ
と」

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
が
こ
こ
ま
で

成
長
で
き
た
の
は
、
私
を
支
え
て
く
れ
る
た
く
さ
ん
の
人
の
お
か
げ
で
す
。「
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
感
謝
の
言
葉
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
晩
、
寝
る
前
に
、

必
ず
お
母
さ
ん
と
言
い
合
う
合
言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
今
日
も
生
き
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
！
」生
ま
れ
て
き
た
こ
と
、
生
き
て
い
る
こ
と
、
友
達
と
遊
べ
る

こ
と
、
全
て
は
当
た
り
前
じ
ゃ
な
く
、
奇
跡
な
の
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
私
は
お
母
さ
ん
と
の
合
言
葉
を
、
こ
れ
か

ら
も
ず
っ
と
大
切
に
言
い
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後

に
、「
み
ん
な
、
出
会
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

最優秀賞「命
みこと

」
中元寺小６年川津　命さん  

まちなかコース
新規バス停設置箇所

SOEDA MACHIBUS
添田町バスがより身近に

町バスに新しいバス停が仲間入り

まちなかコース
時刻表（令和７年２月～）

ままま
新新新新
まままま
新新新新新

火渡橋

伊原

デイリーヤマザキ
田川添田店

旧伊原駅

朝日ヶ丘団地前朝

問 役場まちづくり課まちづくり推進係（☎82-5965）



　　　　　　　　　　 April

６日／添田駅前マルシェ
７日／添田町早朝ソフトボール開幕式
８日／春の交通安全街頭啓発
９日／BRTひこぼしライン追加車両
　　　出発式

20日／BRT駅前にぎわいづくり「寄っ
　　　てみ桝田」（～21日）

　　　　　　　May

14日／そえだ公民館「フラワーアレン
　　　ジメント講座」（全11回）

18日／英彦山を美しくする会美化キャ
　　　ンペーン
26日／彦山川一斉清掃
26日／第58回英彦山山開き祈願祭
31日／竹森頭首工災害復旧工事完工

　　　　　　　　　 January

７日／添田町消防団出初式
７日／二十歳のつどい
11日／「ラーゲリより愛を込めて」図書
　　　館上映会
13日／添田町名誉公民称号贈呈式

　　　　　　　　　　　July

１日／小森川河川改修工事完工
12日／駒啼・芝峠線道路災害復旧工事
　　　完工
16日／社会を明るくする運動街頭啓発
19日／人権講演会
20日／児童館わくわくイベント「サマー
　　　リース」
22日／第１回添田町議会臨時会
30日／北海道美深町教育交流（～２日）

31日／林道豊前坊線災害復旧工事完工

　　　　　　　　 September

４日／第３回添田町議会定例会（～13日）
７日／図書館児童館体験イベント理科
　　　読「水あそびコレクション」
８日／デジタル体験教室「ドローン」
15日／ひこさんホテル和空調設備改修
　　　工事完工
18日／佐々木小次郎像除幕式

20日／旧数山家住宅等出前授業
21日／そえだ公民館「大人のパンづく
　　　り教室」
26日／秋の交通安全町民運動　婦人会
　　　交通安全教室

　　　　　　　 November

１日／落合源泉ポンプ修繕工事完工
１日／老人クラブ秋のスポーツ大会
２日／第48回総合文化祭（～３日）
２日／添田町伝統物産振興会秋の英
　　　彦山物産販売（～12月８日）

３日／秋の里山体験イベント「寄って
　　　み桝田」
９日／第75回福岡県植樹祭
９日／英彦山参道マルシェ（～10日）
10日／添田町消防団秋季消防訓練
10日／子ども会球技大会
10日／彦山駅前リボーンフェスタ
14日／添田町読書会「大人もしあわせ
　　　になる読み聞かせ」
17日／津野地区小さな運動会
20日／おんぶに抱っこマルシェ2024
22日／金婚式・ダイヤモンド婚式
24日／添田町職員採用試験（２次試験）
24日／添田駅前マルシェ
30日／第40回添田町少年の主張大会

 　December

１日／男女共同参画推進セミナー
　　　「プチ起業セミナー」
４日／第４回添田町議会定例会
　　　（～６日）
８日／道の駅歓遊舎ひこさん開館25
　　　　周年お客様大感謝祭
14日／こどもとしょかんクリスマス
　　　おはなし会
17日／人権講演会
21日／児童館クリスマス☆フェスタ
28日／添田町消防団年末夜警（～30日）
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　　　　　　　　　February

３日／男女共同参画推進セミナー「パ
　　　パもできる！離乳食づくり♪」
８日／添田中学校立志式
８日／福岡県日田彦山線沿線地域振興
　　　推進協議会
11日／添田町防災安全祈願祭

20日／図書館ボランティア講座「声で
　　　伝える音訳を知るための学習会」
27日／中島家住宅出前授業

　　　　　　　　　　March

３日／添田町消防団春季消防訓練
３日／子どもまつり
４日／第１回添田町議会定例会
　　　（～15日）
８日／第28回フォトコンテスト表彰式
８日／中島家住宅土蔵改修・トイレ棟
　　　新築工事完工
17日／町民バドミントン大会
23日／そえだ公園桜まつり（～４月7日）
25日／町道英彦山線（英彦山神宮参道）
　　　修景工事完工
27日／公共サイン整備工事完工
29日／桝田宮ノ前地区急傾斜地崩壊対
　　　策工事完工
31日／コンサート「５人の作曲家と宮川彬良」

　　　　　　　　　 　June

５日／第２回添田町議会定例会（～７日）
15日／そえだ公民館「ニュースポーツ
　　　講座」（全６回）
21日／落合地区避難訓練

27日／歓遊舎ひこさんレジシステム更新
30日／「武蔵～英彦山秘文～」オーク
　　　ホールで試写会

　　　　　　　  　　August

２日／英彦山で全国高等学校総合体育
　　　大会登山大会（～５日）
３日／児童館レジンアクセサリー作り
３日／男女共同参画推進セミナー「新
　　　しい未来へ踏み出すひとり親な
　　　どの抱える不安に備えた将来設計」
６日／移動スーパー「まごころ」英彦山
　　　地区で開始
11日／英彦山駆け上がり大会
18日／e－スポーツ体験教室（ロケット
　　　リーグ）
19日／添田SUMMERキャンプin秋吉
　　　台青少年自然の家（～22日）

23日／令和６年度第１回総合教育会議
24日／BRT開業１周年記念  BRTそえ
　　　だ駅前にぎわいマルシェ

　　　　　　　　　 October

１日／北海道美深町へ親善訪問
　　  （～３日）＝町長・議長ほか 計10人
２日／布のおもちゃ制作講座（全５回）
４日／新小中学校開校に関する説明会
６日／添田町地区公民館対抗球技大会
７日／第２回添田町議会臨時会
８日／グラウンドゴルフ場改修工事完工
19日／ひこさんホテル和営業再開

20日／添田町職員採用試験（１次試験）
21日／水道料金改定説明会（全13回）
26日／そえだ花火大会
26日／ふる里まつり（～27日）
27日／衆議院議員通常選挙
28日／林道岩石線舗装工事完工

プレイ
バック
2024

↑花の色、バランスや高さを考えてアレンジが完成

↑故佐藤知也さんと中山麻子さんが名誉公民に

↑英彦山神宮で町の安全を祈願する消防団幹部

↑熱々のしし汁やうばだんこなどが販売されました

↑三上康雄映画監督から寄贈された佐々木小次郎像

↑ブラウンカラーの車両が仲間入りしました

↑３泊４日の冒険に22人の小中学生が参加 ↑土砂災害や彦山川氾濫を想定し訓練しました

↑美深町から５人の小中学生が添田町に訪れました

↑より快適な施設となり営業を再開しました

　　　　　

　　

　 　　

　 　　　　

　 　　

　 　

町のあゆみ2024あゆみ2024
　添田町では、2024年も四季折々の素敵な景色や
見どころ満載のイベントなどたくさんの出来事が
ありました。皆さんにとってはどんな年でしたか。
この１年の町の主な話題を振り返ります。

N b

　　 　　

年でしたか。
す。

金
２０２４年の漢字

　　 　



広報そえだ（令和７年１月号）　10

まちからのお知らせ＆情報

◉凍結を防止するには
▷屋外に露出している水道管を保温しましょう
❶屋外に露出し
　ている水道管
　に保温材を取
　り付けます　
❷屋外に露出し
　ている水道管
　に厚手のタオ
　ルや布を巻きつけ、濡れないようにビニール袋
　を巻いてその上からビニールテープを巻きます
▷メータボックス内を保温しましょう
　水道メーター周りに、濡れないようにビニール
　袋に入れた新聞紙や布、発砲スチロールなどを
　メータボックス内に詰めます
▷じゃ口から少量の水を流しましょう
　冷え込みが激しくなると予想されるときは、箸
　の先くらいの太さの水を出し
　ます。ただし、出した分の水
　道料金がかかりますので、出
　しすぎに注意ください

◉凍結して水が出ないときは
　凍結した水道管が自然に
溶けるのを待つか、凍った
水道管やじゃ口にタオルを
巻きつけ、ぬるま湯をかけ
てゆっくり溶かしていきま
す。熱いお湯を急にかけた
り、凍ったじゃ口を無理に
ひねったりすると、破損する恐れがあります。

問 役場水道課（☎82-5961）

保
温
材

❶

厚
手
の

タ
オ
ル

❷

きは気 温が上がらず氷点下の真冬日が何日も続い
たり、外気温が－４℃以下になると予想さ

れるときなど、冷え込みが厳しくなると凍結が発
生します。
　水道管が凍結すると水が出なくなる、管が破裂
して漏水が発生し修繕に高い費用がかかるなど、
日常生活に支障をきたします。寒い冬に備えてご
家庭の水道管が凍結しないよう、防寒対策を行い
ましょう。

◉凍結しやすいところは
　水道管は、その環境により凍結しやすくなりま
す。次のような水道管は、要注意です。
▷屋外で露出（むき出し）している水道管
▷建物の北側など、陽の当たらない場所にある水
　道管
▷長期間の留守時など、水が流れていない水道管
▷風当たりの強い場所にある水道管

水道管の凍結・破裂を防ぐには

気温が－４℃以下になるときは特に注意ください

ぬるま湯

◉漏水を確認するには
　宅内の水道の使用を止めてからメータボック
ス内のメーターを見て、パイロットメーターが
回転しているか、確認してください。

公　道

配水管

私有地

自己負担で修理水道課負担で修理

水道
メーター

◉漏水を発見したときは
　漏水を見つけた
らメータボックス
内にある止水栓ハ
ンドルやレバーを
まわして止水して
ください。

宅内の水道を使用し
ていない状態で、右
のパイロットメーター
が動いて（回って）い
ると漏水の可能性も

◉漏水を修繕するときは
　添田町指定の給水装置工事事業者などに修理
を依頼してください。修理費は自己負担ですの
で、依頼するときは見積を取るなど修理費用の
確認をお願いします。また、メータボックス内
の水道メーターから外側の水道管の漏水を見つ
けたときは役場で修繕します。役場水
道課まで連絡をお願いします。
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該当する人は申請をお願いします

医療費が高額になったときは
払い戻しの制度があります

国 民健康保険の被保険者が、
同じ月内に医療機関で支

払った医療費が自己負担額を超
えたときは、申請することでそ
の超えた額が支給されます。支
給額の見込みが５千円以上の人
には２か月おきに申請のお知らせを送付していま
すが、５千円に満たない場合でも返還の対象とな
る場合があります。ただし、国民健康保険税に滞
納があると支給されない場合があります。医療費
の自己負担限度額は被保険者の所得によって異な
りますので、詳しくは問い合わせください。
▶申請に必要なもの
　▷医療費の明細がわかる領収書
　▷手続きをする人の本人確認書類
　（マイナンバーカードや運転免
　許証など）

◉70歳以上の人の外来医療費に
　　年間の限度額が設けられています

▶対象者　基準日（令和６年７月31日）に70
　歳以上で、高額療養費の自己負担限度額が
　「一般」または「市町村民税非課税世帯」に
　属している人（医療費の負担割合が３割で
　ない人）
▶年間上限額 14万４千円
※月毎の高額療養費が支給される場合は、差
し引いた金額で計算されます。
▶計算期間　令和５年８月１日～令和６年７
　月31日
▶申請先 基準日に加入している健康保険元
※国民健康保険加入期間のみで年間14万４千
円を超える人には、役場から申請書を送付し
ます。
※計算期間内に社会保険期間がある人で14
万４千円を超える人は、申請時に保険元から
出された自己負担額証明書が必要です。
※75歳以上の人は、後期高齢者医療広域連合
から通知が届きます。

問 役場住民課保険年金係（☎ 82-5966）

町 が行う介護予防事業や老人クラブ活動へ参
加した場合などに、一定のポイントがもら

えて、町内で利用できる地域お買い物券と交換で
きる介護予防ポイント事業。貯まったポイントを
地域お買い物券に交換できる申請の受付を開始し
ます。期限を過ぎると交換できませんので、忘れ
ずに手続きをしてください。
▶交換期間 令和７年１月６日㈪～３月31日㈪
▶申請に必要なもの 介護予防ポイント手帳
▶ポイント交換方法
▷役場①番窓口（福祉環境課）で交換
▷元気倶楽部、健康体操教室、高齢者
　パソコン教室、ストレッチ教室、ト
　ランポリン教室の参加者は教室開催時に交換
問 役場福祉環境課高齢者支援係（☎82-1232）

交換期間は１月から３月までです

介護予防ポイントの地域
お買い物券への交換を忘れずに

田 川税務署では今年も確定申告の会場を設置
します。

▶期間　２月17日㈪～３月17日㈪（土日祝日除く）
※不動産の売却・贈与税の申告相談は月曜日から
水曜日の間に来場してください。
▶受付時間 ９時～16時
▶注意事項 ▷スマートフォンをお持ちの人には、
　原則自分のスマートフォンで申告書を作成して
　いただきます　▷会場へは「入場整理券」が必要
　です。入場整理券は、国税庁LINE公式アカウン
　トから事前発行または当日会場で配布します
【自宅で簡単e-Tax】
　国税庁ホームページの「確定申告書
等作成コーナー」からスマートフォン・
パソコンを使って確定申告書を作成で
きる e-Tax（電子申告）が便利です。
※役場での確定申告に関する案内は、
広報そえだ２月号でお知らせします。
問 田川税務署（☎44-0430）

田川税務署からのお知らせ

令和６年分確定申告が
始まります

書
ン・
で
。
、
。

添田町指定給水装置工事事業者の確認はコチラから↑

漏水が確認されたときは、
レバーをまわして止水を
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My Town Topics
問 役場総務課広報・秘書係（☎ 82-4000）

My Town Topics

身近なまちの話題について情報をお寄せください。
広報紙に掲載された写真は差し上げますので、お気軽に問い合わせください。 まちの話題

　昭和49年から平成23年までの37年間、警察
官として福岡県民の安全を守ってきた小畑修
さん（真木）が第43回危険業務従事者叙勲で瑞
宝単光章を受章しました。県警在職時は交通
事故対応や捜査などを多く担当していた小畑
さん。「平成の最初頃はとにかく交通事故が多
く、当時は死亡事故が多かった。飲酒事故や
ひき逃げ事件など懸命に捜査しました」と当
時を振り返っていました。現在はそれらの経
験を活かし田川構内自動車（株）に勤める小畑
さんは受章に際し「家族や仲間に感謝してお
ります。これからも会社を通じて社会貢献を
行っていきます」と喜びを語ってくれました。

第43回危険業務従事者叙勲

小畑修さんが瑞宝単光章受章↓「昔は暴走族が多く正月もゆっくりできませんでした」と思い出を話した小畑さん㊧と寺西町長㊨

12月８日、開館から25年を迎えた道の駅歓
遊舎ひこさんで大感謝祭が行われました。来
場者に紅白餅や記念ご縁玉が配られ、キッチ
ンカーやパトカー・消防車など働く車も駆け
つけ開店前に200人以上の行列ができた大感謝
祭は、寺西町長や畠田町議会議長らによるく
す玉割りからスタート。400人を超える生産者
が出品した朝採れの新鮮な野菜や、手作りの
総菜・弁当などを多くの人が求めていました。
また、「今の時期は白菜が最高」と話す北九州
市から月に数回野菜を求めに来館される小林
英雄さん夫婦に来館者2,000万人突破を記念し
て寺西町長らから花束などが贈られました。

道の駅歓遊舎ひこさん大感謝祭

来館者2,000万人突破を祝う↓開館に先立ちくす玉割りを行う寺西町長、畠田議長

↑来館者2,000万人となった小林さん夫婦（中央）

緒方裕子さん旭日単光章受章

町議会議員として地域振興に貢献 ↓故緒方裕子元町議会議員の思い出話に花を咲かせた夫の緒方徹也さん㊧と寺西町長㊨

　令和６年７月にご逝去された元町議会議員
の緒方裕子さんが旭日単光章を受章しました。
緒方さんは英彦山地区で旅館経営の傍ら平成
18年７月から令和６年７月まで町議会議員を
５期、約18年間務められ、その間に添田町議
会総務文教常任委員会委員長や議会運営委員
会副委員長、監査委員などを歴任しました。
12月12日、叙勲伝達のため町長室を訪れた遺
族の緒方徹也さんは「妻は議員として地元の
英彦山地区だけでなく、いつも町全体の事を
考えていました。特に監査委員就任後は町財
政のことを熱心に勉強しているようでした」
と思い出を寺西町長に話していました。

12月１日、イ
ンスタグラムの
活用方法や事業
計画の作成方法
を学ぶプチ起業
セミナーがオー
クホールで開か
れました。講師
に合同会社ＤＩ
ＣＴ代表社員工
藤洋輔さんを迎え、チャットＧＰＴなどのＡＩ技術を活
用した事業計画の作り方や、ターゲットとする顧客に応
じ使用するＳＮＳを変えるなどの手法が紹介されました。

添田町男女共同参画セミナー

事業開始時から始める効果的な宣伝とは

↑動画制作での目的とターゲット設定の重要性を学ぶ参加者

添田東公民館防犯講座

一軒一軒の防犯対策が地域の防犯対策に

↑「整備された家は空き巣が入りにくい」と話す若山所長

　添田東公民館
で地区住民を対
象とした防犯講
座が12月４日に
開催されました。
数年前に空き巣
被害が多発した
添田東地区。添
田警部交番の若
山所長が空き巣
対策や闇バイトによる強盗対策など実際の事例を紹介し
ながら、庭木の手入れや玄関灯、防犯カメラの設置など
住環境整備の重要性について分かりやすく説明しました。

添田福祉会クリスマスコンサート

クリスマスソングにかわいい歌声をのせて

↑「サンタが町にやってくる」では大合唱で会場が大盛り上がり

　添田福祉会が
経営するくるみ、
たから、みどり
保育園とキッズ
ケアひこほたる
の園児がみどり
保育園に集合し、
クリスマスコン
サートが開かれ、
くるみ保育園の
リトミック講師、片村啓子さんと川崎ミカさんがクリス
マスにちなんだ曲を披露。「サンタが町にやってくる」で
は園児たちはメリークリスマスと大合唱していました。

第54回金婚式・ダイヤモンド婚式

半世紀にわたる二人の絆に感謝

↑寺西町長からお祝い状を受け取るダイヤモンド婚の中村夫妻

添田舞姫連「舞姫・昭和を踊る」

凛とした趣ある中島家で舞姫たちが舞う

↑観客の目の前で計19曲を披露した舞姫の皆さん

　国指定重要文
化財中島家住宅
で12月１日、添
田舞姫連の皆さ
んによる「舞姫・
昭和を踊る」が
開催されました。
好評だった昨年
の公演と同様に
今回も中島家に
は入りきれないほどの観客が。昭和の名曲「まつり」や「天
城越え」「津軽海峡冬景色」などに合わせ可憐な踊りが披
露されると、会場からは拍手の嵐が起こっていました。

11月22日、添
田町金婚式・ダ
イヤモンド婚式
がオークホール
で行われ、17組
の夫婦が出席し
ました。寺西町
長が「これから
も夫婦で素晴ら
しい日々をお過
ごしください」とお祝を述べると、出席者を代表して諫
山正人さんが「永い夫婦生活の中で様々な苦労や喜びが
走馬灯のように思い出されます」と謝辞を述べました。

人権講演会

心の性別に寄り添える社会に

↑全員、多様な性の一人であると認識してほしいと話す黒部さん

　オークホール
で12月17日、レ
インボーハーモ
ニー代表の黒部
美咲さんを講師
に迎え人権講演
会が行われまし
た。性的少数者
の人が困ってい
ることなどを自
身の経験を交えて話す黒部さん。「当事者のすべてを理解
するのは難しいが理解しようと努力すること、相手に寄
り添う気持ちは持ち続けてほしい」と訴えていました。

↓館内で新鮮な野菜などを求める多くのお客さん
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２月生まれの
締め切りは、
１月15日㈬
です。

生まれの

お子さん

２
　 月

大 募 集 中 ！

～未就学児のお子さんの写真を掲載しませんか～

送信先

koho@town.soeda.fukuoka.jp
問 役場総務課広報・秘書係 (☎ 82-4000)

①お子さんの写真　
②お子さんの氏名　
③名前の読み方
④誕生日　
⑤年齢　
⑥行政区　
⑦メッセージ（50文
字以内）
⑧保護者の連絡先
を送信してください。

ピクミントレイン出発進行！
ピクミントレイン出発式・ラッピングイベント

↑出発の合図をする納所支店長とラッピングイベント参加者の代表

12月14日、ピクミントレイン出発式が添田駅で
行われました。任天堂株式会社の『ピクミン』シ
リーズとＪＲ九州による「PIKUMIN×ＪＲ九州～
魅惑の惑星キュウシュウを探索せよ～」というタ
イアッププロジェクトの一つで、BRT区間でもピ
クミントレインが運行されることとなりました。
出発式に先立ち、添田町・東峰村・日田市の小学生
19人が添田駅に集合し、しゃくなげ・棚田・水郷カ
ラーの３車両に花や葉っぱのステッカーを貼りピ
クミントレインが完成。その後、ＪＲバス添田支
店納所支店長による出発合図で12時47分に３車両
が連なり、日田に向かって出発しました。６月30
日まで毎日、11時27分添田駅発と15時25分添田駅
着の車両がいずれかのピクミントレインで運行さ
れます。車内や駅のプ
ランターなどにもピク
ミンが隠れていますの
で、ご利用の際に探し
てみてください。

まちのホットNews

◉
２
月
号
に
掲
載
す
る
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
を
募
集
し
ま
す

１
月
15
日
㈬
ま
で
に
役
場
総
務
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
投
稿
は
１
人
一
句
ま
で
。
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
の
区
分
を
書
い

て
く
だ
さ
い
。

問
役
場
総
務
課
広
報
・
秘
書
係
（
☎
82
―
４
０
０
０
）

文
芸
歳
時
記

【
短
歌　

投
稿
】

枯
山
を
吹
き
荒
れ
過
ぐ
る
風
の
果
て

　
　
　
　
　

霊
山
そ
び
ゆ
夕
空
と
お
く　

独
活
山
強
実

仏
縁
か
子
の
無
き
伯
母
の
三
十
三
回
忌　

　
　
　
　

終
え
て
早
く
も
新
春
来
た
る　

櫻
木
マ
サ
子

止
む
気
配
な
き
雪
に
を
う
わ
れ
し
昭
和
よ

　
　
　
　

貧
し
か
れ
ど
も
優
し
か
り
き　

柳
瀬　

一
徳

新あ
ら

た
な
る
暦

こ
よ
み

め
く
り
て
言こ

と
ほ祝

ぎ
の

　
　
　
　
　

若
松
に
見
る
玉
の
露
か
な　

西
村　

宗
雪

凛
と
す
る
空
気
の
中
の
初
日
の
出

　
　
　
　
　

拝
む
「
一
年
幸
せ
で
あ
れ
」　

佐
藤　
　

直

軒
下
に
横
一
線
の
吊
し
柿

　
　
　
　

八
女
を
残
し
て
田
川
に
住
う　

久
保
田
克
利

【
俳
句　

投
稿
】

源
水
の
大
河
と
な
り
て
鴨
の
陣　
　
　
　

伊
勢
村　

稔

年
の
暮
れ
あ
れ
も
こ
れ
も
と
大
騒
ぎ　
　

寺
本　

芳
寛

人
日
の
ピ
エ
ロ
が
泣
け
ば
客
笑
ふ　
　
　

島
津
余
史
衣

年
惜
し
む
コ
ル
ク
残
る
ワ
イ
ン
の
香　
　

伊
井
寸
美
子

ふ
か
ふ
か
の
土
寄
せ
た
る
葱
畑　
　
　
　

山
本　

仁
恵

相
輪
に
冬
日
あ
ま
ね
き
多
宝
塔　
　
　
　

天
野
ユ
キ
海

街
路
路
の
枝
払
は
れ
て
冬
ざ
る
る　
　
　

立
花　

克
明

冬
陽
さ
す
壁
に
か
ま
き
り
何い

ず
こ処

行
く　
　

柳
瀬　

満
子

【
川
柳　

投
稿
】

軽
ハ
イ
ク
奉
幣
殿
か
ら
「
智
室
窟
」　
　
　

原
田
祥
二
郎

襟
正
し
山
頂
か
ら
拝
む
初
日
の
出　
　
　

原
田　

順
子

☆年明けは１月６日㈪から利用できます
★観劇会「人形劇団ののはな」in オークホール
　▷15日
★サークル「めだかっこ」（毎週火曜日）

　▷７日／正月遊び（給食）　▷14日／ペッタンア
　ート（給食）　▷21日／ヨガ講座（in 児童館）　
　▷28日／親子リトミック（給食）
★サークル「おんぶに抱っこ」（毎週金曜日）

　▷10日／虹の会読み聞かせ　▷17日／親子健康
　教室・おっぱい相談　▷24日／節分製作・
　節分遊び　▷31日（inそえだジョイ）
★ベビーサークル「あっぷっぷ」

　▷８日　▷22日
★マタニティサークル「ポコ・ア・ポコ」

　▷９日
※詳しくは「おんぶにだっこ通信」をご確認ください。
問 添田町地域子育て支援センター（☎ 85-0888）

☆年明け☆年

作・

コ」

ルル

ポ

い

地域子育て支援センター
１月の予定

政治家の寄附行為は禁止されています

みんなで徹底しよう「三ない運動」
　「三ない運動」とは、政治家の寄附について「贈らない、求めない、受け取らない」
という運動のことです。一人ひとりが公職選挙法に規定されている寄附禁止のルー
ルを守って明るい選挙、お金のかからない選挙を目指しましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 問 添田町選挙管理委員会（☎82-1231）

総務省の「なるほど！選挙」のＷＥ
Ｂサイトには、寄附の禁止のほかに
も選挙の意義や投票制度のことなど、
選挙に関する様々な情報を掲載して
います。ぜひご一度ご覧ください。

広報誌「総務省」（2024年12月号）より

」

）

　　有権者が寄附を求めることも禁止です
公職選挙法では選挙の有無に関わらず、政治家が選
挙区内の人に寄附や贈り物をすることは禁止されてい
ます。また、選挙区内の有権者が政治家に寄附を求め
ることも禁止されており、威迫して求めると処罰され
ます。禁止されている主なものは、次のとおりです。
　▷お祭りへの寄附や差し入れ　▷地域のスポーツ大
　会への飲食物の差し入れ　▷秘書等が代理で出席す
　る場合の葬式の香典　▷葬式の花輪、供花　▷落成
　式、開店祝の花輪　▷入学祝、卒業祝　▷お歳暮や
　お年賀　▷町内会の集会や旅行などの催物への寸志
　や飲食物の差し入れ

　　後援団体、関係会社などからの寄附も禁止です
　政治家の後援会などの後援団体が行う寄附も禁止さ
れています。後援団体の設立目的により行う行事また
は事業に関する寄附は例外とされていますが、この場
も花輪、供花、香典、祝儀などや選挙前一定期間にさ
れるものは禁止されています。また、政治家が役職員・
構成員である会社や団体が、政治家の名前を表示して
行う寄附や、政治家の名前などを冠した会社・団体が
その選挙に関して行う寄附も禁止されています。

　 有

　 後

↑慎重にステッカーを貼る子どもたち



広報そえだ（令和７年１月号）　1617　広報そえだ（令和７年１月号）

▼
相
談
電
話
番
号　

０
１
２
０
―
052

―
088
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

問
福
岡
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

（
☎
093
―
383
―
７
０
９
６
）

▼
と
き

2
月
３
日
㈪
〜
７
日
㈮
、

10
日
㈪
〜
14
日
㈮
13
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

田
川
法
律
相
談
セ
ン
タ

　

ー
（
田
川
市
）

▼
相
談
時
間

30
分
程
度

▼
相
談
料　

無
料
／
要
事
前
予
約

▼
予
約
方
法　

電
話

▼
予
約
開
始　

１
月
27
日
㈪
９
時
〜

　

予
約
枠
が
埋
ま
り
次
第
受
付
終
了

※
期
間
中
の
２
回
目
以
降
の
相
談
は
、

◉
自
衛
官
候
補
生

▼
試
験
日　

▽
筆
記
試
験
・
適
性
検

　

査
／
１
月
14
日
㈫
〜
２
月
12
日
㈬

　

の
う
ち
い
ず
れ
か
１
日　

▽
口
述

　

試
験
・
身
体
検
査
／
２
月
20
日
㈭

　

〜
23
日
㈰
の
う
ち
い
ず
れ
か
１
日

▼
受
験
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る

18
歳
〜
32
歳
の
人

▼
受
付
締
切　

▽
高

　

校
新
卒
者
／
２
月

　

４
日
㈫　

▽
そ
の

　

他
の
人
／
２
月
10
日
㈪

※
飯
塚
地
域
事
務
所
で
は
、
随
時
説

明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ご
都
合

に
合
わ
せ
て
個
別
説
明
、
出
張
説
明

も
可
能
で
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚

地
域
事
務
所

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
８
４
７
）

　

離
職
な
ど
で
再
就
職
を
希
望
す
る

人
を
対
象
に
、
専
門
知
識
や
技
能
を

学
ぶ
６
か
月
間
の
訓
練
で
す
。

▼
訓
練
期
間　

３
月
４
日
㈫
〜
８
月

29
日
㈮

▼
訓
練
科
名　

も
の

　

づ
く
り
溶
接
科
／

　

定
員
15
人

▼
対
象
者

公
共
職

　

業
安
定
所
（
ハ
ロ

　

ー
ワ
ー
ク
）
に
求
職
を
申
し
込
み

　

し
て
い
る
人

▼
受
講
料　

無
料
（
教
科
書
・
作
業

　

着
な
ど
は
自
己
負
担
）

▼
申
込
方
法　

公
共
職
業
安
定
所（
ハ

　

ロ
ー
ワ
ー
ク
）
に
申
し
込
み

▼
募
集
期
限　

２
月
６
日
㈭

▼
入
所
選
考　

２
月
12
日
㈬
／
筆
記

　

お
よ
び
面
接

◉
施
設
見
学
会
・
説
明
会

▼
と
き　

１
月
21
日
㈫
、
２
月
５
日

　

㈬　

い
ず
れ
も
13
時
〜
２
時
間
程

　

度
／
予
約
不
要

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
飯
塚

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
９
８
８
）

　

相
談
員
が
本
人
と

家
族
の
困
り
ご
と
の

解
決
に
向
け
て
必
要

な
支
援
・
手
続
き
に

繋
ぐ
な
ど
の
相
談
支
援
を
行
い
ま
す
。

生
活
全
般
、
子
育
て
や
家
族
の
悩
み

が
あ
る
人
は
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

１
月
16
日
㈭
、
２
月
20
日

　

㈭　

い
ず
れ
も
10
時
30
分
〜
12
時
、

13
時
〜
14
時
30
分
／
要
事
前
予
約

▼
と
こ
ろ　

添
田
町
役
場

問
福
岡
県
自
立
相
談
支
援
事
務
所

（
☎
44
―
８
６
３
１
）

子
ど
も
支
援
オ
フ
ィ
ス

（
☎
44
―
８
６
１
２
）

　

福
岡
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会
と

全
国
青
年
司
法
書
士
協
議
会
が
生
活

保
護
に
関
す
る
電
話
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
と
き

１
月
26
日
㈰
10
時
〜
18
時

今
年
度
紹
介
状
未
使
用
の
人
は
紹
介

状
を
利
用
で
き
ま
す
。
紹
介
状
が
な

い
人
は
、
５
千
500
円
の
有
料
相
談
と

な
り
ま
す
。

問
田
川
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
42
―
２
３
３
０
）

　

聞
こ
え
な
い
・
聞
こ

え
に
く
い
乳
幼
児
（
０

歳
〜
５
歳
）
と
そ
の
保

護
者
を
対
象
に
、
乳
幼

児
教
育
相
談
を
実
施
し

Information くらしに役立つ情報満載
自
衛
官
等
採
用
試
験

て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
聞
こ
え
や

言
葉
の
育
ち
に
関
し
て
不
安
を
お
持

ち
の
人
は
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者　

０
歳
〜
５
歳
の
聞
こ
え

　

な
い
・
聞
こ
え
に
く
い
乳
幼
児
、　

　

子
ど
も
の
聞
こ
え
や
言
葉
の
育
ち

　

に
不
安
が
あ
る
保
護
者

▼
相
談
日

月
曜
日
〜
金
曜
日　

①

10
時
45
分
〜
12
時　

②
13
時
〜
14

時
20
分　

③
15
時
30
分
〜
16
時
30

分
／
１
回
60
分
〜
80
分

▼
相
談
方
法

①
電
話
（
０
９
４
９

　

―
24
―
５
５
７
０
）
②
F
A
X（
０

　

９
４
９
―
24
―
５
５
０
８
）
③
メ

試
験
・
募
集

福
岡
県
立
直
方
特
別
支
援
学
校

乳
幼
児
教
育
相
談

　

ー
ル
（info@

nogata-ss.fku.
ed.jp

）

▼
相
談
料

無
料
／
要
事
前
予
約

※
令
和
７
年
度
の
幼
稚
部
（
聴
覚
障

が
い
教
育
部
門
）
入
学
者
も
募
集
し

て
い
ま
す
。

問
福
岡
県
立
直
方
特
別
支
援
学
校
聴

覚
障
が
い
教
育
部
門

　
（
☎
０
９
４
９
―
24
―
５
５
７
０
）

令
和
６
年
４
月
か
ら
義
務
化
さ
れ

た
相
続
登
記
や
遺
言
に
関
す
る
セ
ミ

ナ
ー
と
司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

◉
福
岡
法
務
局
・
司
法
書
士
に
よ
る

相
続
・
遺
言
セ
ミ
ナ
ー

▼
と
き　

２
月
15
日
㈯
13
時
〜
14
時

▼
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
（
飯
塚
市

　

／
イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　

タ
ー
内
）

▼
定
員　

約
50
人

　

／
予
約
不
要

▼
参
加
費　

無
料

◉
司
法
書
士
に
よ
る
面
談
相
談

▼
と
き　

２
月
15
日
㈯
14
時
30
分
〜

16
時

福
岡
県
弁
護
士
会

県
下
一
斉
無
料
法
律
相
談
会

司
法
書
士
に
よ
る

全
国
一
斉
生
活
保
護
相
談
会

▼
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
（
飯
塚
市

　

／
イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　

タ
ー
内
）

▼
相
談
時
間　

１
組
30
分

▼
定
員

12
組
／
要
事
前
予
約

▼
相
談
料　

無
料

▼
予
約
期
間　

２
月
３
日
㈪
か
ら
14

日
㈮
ま
で
の
平
日
10
時
〜
16
時

▼
予
約
方
法　

①
電
話
（
092
ー
722
ー

　

４
１
３
１
）
②
F
A
X
（
092
ー
714

　

ー
４
２
３
４
）
③
W
E
B
サ
イ
ト

　
（
福
岡
県
司
法
書
士
会
で
検
索
）

問
福
岡
県
司
法
書
士
会
事
務
局

（
☎
092
―
722
―
４
１
３
１
）

公
共
職
業
訓
練
生（
３
月
生
）を

募
集
し
ま
す

ト
ウ
キ
ツ
ネ
と
学
ぶ
！
遺
言・相
続

の
は
な
し
セ
ミ
ナ
ー・相
談
会

子
ど
も
支
援
オ
フ
ィ
ス

無
料
巡
回
相
談
会

教育のひろば

添田小学校が全国学校保健・安全研究大会の学校安全部門で
文部科学大臣表彰を受賞し、益田校長が教育長に報告しました。
添田小学校は災害を知る学習や校区探
検による危険箇所の確認、家庭や地域
への学校安全に関する呼びかけなどの
防災教育や安全教育に対する取り組み
が評価され、受賞となりました。

芸術の秋を満喫、学校de芸術体験
　町内各小学校で学校ｄｅ芸術体験が行われました。この事業
は、芸術文化の楽しさを身近に体感することで未来を担う子ど
もたちが文化的に心豊かに生き、将来のまちの活性化につなが
ることを目的に毎年行っています。
◉落合小学校【食育／講師：夢・理想の里】
　　　　　　　　　　　防災教育の一環としてペットボトルや
　　　　　　　　　　少量の水を使って、ペットボトルピザ作
　　　　　　　　　　りを行いました。ペットボトルの中で生
　　　　　　　　　　地を発酵させて具材をトッピングした後
　　　　　　　　　　段ボールにアルミホイルを巻いて作った
ピザ窯で焼き上げて完成。水や物資がなく、冷たい食事が多く
なる災害時に心も体も温まる食事を作る知恵を学びました。
◉添田小学校【木育／講師：堀田一郎】
　３年生と６年生の児童が端材などの木
材を手に取り、組み合わせを考えながら
木工作品を製作しました。形や大きさの
違う端材を思いつくまま重ねたり並べた
りして、個性あふれる作品が完成。体験
を通して製作の喜びを味わうとともに木に触れる機会が少なく
なってきている今、木のぬくもりや木の大切さを学びました。
◉中元寺小学校【音楽／講師：森和田】
　　　　　　　　　　　「いのちや人権」をテーマにしたコンサ
　　　　　　　　　　ートが開かれました。アコーディオンや
　　　　　　　　　　ギターを奏でながら歌うアイリッシュ音
　　　　　　　　　　楽を聴くだけではなく、小学校創立時と
　　　　　　　　　　同じ頃に作られたギターの心地良い周波
数の音色に耳を澄ませた児童たち。コンサートを通して「いの
ち」「生きる喜び」「言霊の力」を体験的に学びました。
◉真木小学校【体操／講師：TKS体操クラブ】
　体操を専門で指導している講師による
体操教室を行いました。跳び箱・鉄棒は
どのように取り組めばより楽しく、より
安全にできるのか、体の動かし方を学び
ながら反復練習。また、パルクールの講
師も帯同しており、運動の多様性を知り、様々なスポーツへの
興味を引き出すきっかけづくりを行うことができました。

問 教育委員会学校教育課学校教育係（☎82-5963）

  添田小学校が
文部科学大臣表彰を受賞

住み慣れた家、地域で暮らしていくために

２つのカフェに参加して
地域の人と交流しませんか

◉あったカフェ（認知症カフェ）
　地域住民の皆さんどなたで
も気軽に立ち寄れる集いの場
です。
▶とき　１月７日㈫ 13時30分～15時
▶ところ　そえだジョイ２階
※あったカフェは奇数月の第１火曜日に開催し
ています。
◉オレンジカフェ
　認知症の人や介護している家族同士で交流し
ませんか。気軽にお越しください。
▶とき １月21日㈫ 13時30分～15時
▶ところ　添田町地域包括支援センター集会室
問 添田町地域包括支援センター（☎41-3888）

パノラマ田川

第22回糖尿病および
合併症予防のための講演会
　糖尿病は放置すると網膜症や脳 塞などの合
併症を引き起こす大変な病気です。糖尿病の人
や糖尿病に関心のある人など、どな
たでもお越しください。
▶とき　２月２日㈰ 12時～16時
▶ところ　福智町地域交流センター
▶内容　▷身長・体重・血圧・血糖・体脂肪率測定
　▷健康相談　▷糖尿病に関する食品やパンフレ
　ットの展示　▷フレイル予防コーナー　▷保健
　師さんと栄養士さんのお話
▶講演　「よくわかる糖尿病のお話」
▶講師 宮本美知子先生（社会医療法人北九州
　　　　病院北九州若杉病院糖尿病内科医師）
問 福智町役場健康子育て支援課（☎22-3700）

自衛隊福岡地方協力本部
ピコット宣伝部鳥

相
談

との要に 会

相

）
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な
作
業
を
行
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た

普
段
は
公
開
し
て
い
な
い
公
文
書
の

保
存
庫
や
作
業
室
な
ど
の
バ
ッ
ク
ヤ

ー
ド
を
巡
る
施
設
見
学
会
を
開
催
し

ま
す
。
展
示
室
で
の
解
説
も
併
せ
て

行
い
ま
す
。

▼
と
き

２
月
13
日
㈭
10
時
30
分
〜

12
時
（
受
付
10
時
〜
）

▼
と
こ
ろ　

福
岡
共
同
公
文
書
館（
筑

紫
野
市
）

▼
定
員　

先
着
20
人
／
参
加
無
料

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

問
福
岡
共
同
公
文
書
館

（
☎
092
―
919
―
６
１
６
６
）

　

医
師
・
歯
科
医
師
お
よ
び
薬
剤
師

の
資
格
を
お
持
ち
の
人
は
、
２
年
ご

と
に
氏
名
や
住
所
な
ど
を
届
け
出
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
今

年
は
そ
の
届
出
年
で
す
。

▼
届
出
期
限　

１
月
15
日
㈬

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
福
岡
県
保
健
医
療
介
護
総
務
課

（
☎
092
―
643
―
３
２
３
８
）

　

建
退
共
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働

く
労
働
者
の
た
め
に
国
が
作
っ
た
退

職
金
制
度
で
す
。
退
職
金
は
国
が
定

め
た
基
準
で
計
算
し
て
、
確
実
に
支

払
わ
れ
る
た
め
安
心
・
安

全
で
す
。
詳
し
く
は
建
退

共
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
福
岡
支

部
（
☎
092
―
477
―
６
７
３
４
）

▼
営
業
時
間　

９
時
〜
17
時

▼
営
業
変
更
期
間　

１
月
４

　

日
㈯
〜
２
月
28
日
㈮

問
道
の
駅
歓
遊
舎
ひ
こ
さ
ん

（
☎
47
―
７
０
３
９
）

　

町
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自

動
車
税
（
種
別
割
）
の
今
年
度
の
納

期
限
が
過
ぎ
ま
し
た
。
納
め
忘
れ
が

▼
と
き

１
月
25
日
㈯
14
時
〜
（
13

時
開
場
）

▼
と
こ
ろ　

飯
塚
市
役
所

▼
公
売
方
法　

せ
り
売
り

▼
必
要
な
も
の　

購
入
代
金
（
現
金

　

の
み
）、本
人
確
認
書
類
、
委
任
状

　
（
代
理
人
の
場
合
の
み
）

問
役
場
住
民
課
税
務
・
滞
納
対
策
係

（
☎
82
―
１
２
３
４
）

福
岡
県
飯
塚
・
直
方
県
税
事
務
所

特
別
対
策
班

（
☎
０
９
４
８
―
21
―
４
９
６
８
）

日
田
彦
山
線
沿
線
の
地
域
振
興
の

あ
る
場
合
は
、
早

急
に
役
場
会
計
窓

口
、
ま
た
は
町
指

定
金
融
機
関
で
納

め
て
く
だ
さ
い
。

住
民
課
税
務
・
滞

納
対
策
係
で
は
、
税
負
担
の
公
平
性

の
確
保
や
町
の
貴
重
な
財
源
確
保
の

た
め
、
滞
納
者
に
対
し
て
財
産
調
査

や
預
金
の
差
し
押
さ
え
な
ど
の
滞
納

処
分
を
強
化
す
る
な
ど
厳
し
い
対
応

を
行
っ
て
い
ま
す
。
納
付
書
を
紛
失

し
た
場
合
は
再
発
行
し
ま
す
の
で
税

務
・
滞
納
対
策
係
ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
役
場
住
民
課
税
務
・
滞
納
対
策
係

（
☎
82
―
１
２
３
４
）

お
知
ら
せ

た
め
、
福
岡
県
で
は
A
I
R
（
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
）

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回

は
、
事
業
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
も
あ

り
九
州
交
響
楽
団
で
コ
ン
サ
ー
ト
マ

ス
タ
ー
を
務
め
て
い
る
西
本
幸
弘
さ

ん
を
迎
え
て
、
み
ん
な
で
楽
し
め
る

コ
ン
サ
ー
ト
を
添
田
町
と
東
峰
村
で

開
催
し
ま
す
。
入
場

は
無
料
で
、
年
齢
関

係
な
く
ど
な
た
で
も

入
場
で
き
ま
す
。

◉
添
田
町
会
場

▼
と
き

２
月
８
日
㈯
15
時
〜
（
14

時
30
分
開
場
）

▼
と
こ
ろ　

オ
ー
ク
ホ
ー
ル
研
修
室

◉
東
峰
村
会
場

▼
と
き

２
月
９
日
㈰
15
時
〜
（
14

時
30
分
開
場
）

▼
と
こ
ろ　

小
石
原
公
民
館

※
ど
ち
ら
の
会
場
も
定
員
は
約
100
人

で
す
。
当
日
の
13
時
か
ら
入
場
整
理

券
を
配
布
し
ま
す
。
整
理
券
が
な
く

な
り
次
第
受
付
を
終
了
し
ま
す
。
そ

の
他
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
福
岡
県
日
田
彦
山
線
沿
線
地
域
振

興
事
業
実
行
委
員
会
事
務
局

（
☎
092
―
643
―
３
１
８
０
）

　

公
文
書
館
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

う
た
め
、
公
文
書
館
で
は
ど
の
よ
う

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

Information くらしに役立つ情報満載
●人　口 8,312 人（ー28人）
●男　性 3,939 人（ー16人）
●女　性 4,373 人（ー12人）
●世帯数 4,369世帯（ー10世帯）

人の動き 11月末日現在（　）は前月比

相談
●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）
　１月7日㈫、１月21日㈫
●税理士による無料相談（役場会議室／予約優先）
　1月22日㈬（13時30分～）
問 役場住民課税務・滞納対策係（☎82-1234）
●補聴器相談（役場ロビー）
　１月８日㈬（13時～）、１月10日㈮（15時～）
●無料法律相談会
　（福岡法務局田川支局／13時～16時）
　１月14日㈫、２月18日㈫
※利用条件あり。詳しくは問い合わせください。
問 法テラス福岡（☎050-3383-5502）
●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）
　１月14日㈫（10時～）、１月23日㈭（14時～）
問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎42-9307）

警察署からのお知らせ
●緊急時　あわてず　あせらず　110番
～110番は緊急電話、相談ごとは♯9110～
　110番は事件事故の緊急通報専用電話です。１
分１秒を争う緊急の事件・事故への対応を遅らせ
る原因となりますので、緊急の対応を要さない相
談・要望などは「♯9110」、または田川警察署へお
願いします。
●ニセ電話詐欺に注意しましょう
　ニセ電話詐欺の防犯ポイント
　▷「＋１」や「＋44」から始まる国際電話に注意　
　▷警察官や「慰謝料が必要」と息子をかたる電話
　に注意　▷「誰でも簡単に稼げる」などとSNSで
　募集される副業に注意　

問 田川警察署（☎42-0110）

10月の事故発生状況  （　）内は昨年同月比

種　類 発生件数 今年の累計
　物件事故 19（＋３） 130
　人身事故 ２（＋１） 10
　死亡者 ０（±０） 0
　負傷者 ３（＋２） 13

●出生　２ 人
●死亡 18 人
●転入　11 人
●転出 23 人

納期限のお知らせ
●１月31日㈮が納期限です
　▷国民健康保険税（７期）
　▷後期高齢者医療保険料（７期）
口座振替日は１月27日㈪です
問 役場住民課税務・滞納対策係（☎82-1234）

福
岡
共
同
公
文
書
館

施
設
見
学
会

歓
遊
舎
ひ
こ
さ
ん
の

営
業
時
間
が
変
わ
り
ま
す

お
知
ら
せ

Information くらしに役立つ情報満載
添田町就学援助費交付制度

経済的な理由で就学が困難な
家庭を援助します

　町立の小・中学校に在籍する
児童・生徒で、経済的な理由に
より給食費の支払いや学用品な
どの購入が困難な生活状況にあ
る世帯に対して、認定要件に該
当する場合、費用の一部を援助します。認定要
件は世帯構成の人数や年齢、所得などで異なる
ため、申請しても支給できない場合もあります。
申請に必要な書類も各家庭で異なりますので、
まずは相談ください。

◉受付期間 １月６日㈪～２月14日㈮
※申請は毎年必要です。今年度申請を受けてい
る人も新たに申請が必要です。支
給方法や助成限度額などの詳細は
町ホームページで確認ください。
問 役場教育委員会学校教育課
　 学校教育係（☎82-5963）

↑町ホームページは
　コチラから

【
12
月
11
日
㈬
開
催　

総
会
審
議
結
果
】

▼
農
地
法
第
３
条
に
か
か
る
所
有
権
の
移
転

　

・
・
・
２
件
／
面
積
２
６
３
６
㎡
を
許
可

※
２
月
開
催
の
総
会
に
か
か
る
農
地
申
請
の

締
め
切
り
は
、
１
月
27
日
㈪
で
す
。

問
添
田
町
農
業
委
員
会
（
☎
82
―
１
２
３
７
）

農業委員会報告

税
金
の
納
期
限
が
過
ぎ
ま
し
た

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

す

有効期限は１月12日㈰です
ご使用はお早めに！

　今年の「添田町プレミアム地域商品券（紙およ
びキャッシュレス）」の有効期限は、どちらも令和
７年１月12日㈰です。期限を過ぎると使用できな
くなります。また、使用していない商品券は返金
（換金）できません。忘れずにご使用ください。
問 添田町商工会（☎82-0244）
　 役場商工観光振興課商工観光振興係（☎82-1236)

　添田町国民健康保険または
福岡県後期高齢者医療制度の
被保険者で、健康保険証の利
用登録がなされたマイナンバ
ーカード（マイナ保険証）を
持っている人が、利用登録の
解除を希望する場合は、役場窓口での手続き
が必要です。なお、手続きから解除までには
１～２か月ほどかかります。
▶手続きに必要なもの
　手続きする人の本人確認書類
　解除申出書（役場窓口で記入してください）
※被保険者以外の人が手続きをする場合は、
委任状が必要です。被保険者と同一世帯の同
居親族などであっても原則委任状が必要です。
※添田町国民健康保険・福岡県後期高齢者医
療制度以外の医療保険に加入している人の解
除の手続き方法は、自身が加入している保険
者に問い合わせください。
問 役場住民課保険年金係 （☎ 82-5966）

国民健康保険・後期高齢者医療保険の皆さん

マイナ保険証の登録解除は
窓口で手続きが必要です

A
I
R
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

【お詫びと訂正】　11月号に掲載した事故発生状況
は８月の事故発生状況、12月号に掲載した事故発
生状況は９月の事故発生状況でした。

早窓指納滞
税
負
担
の
公

場関

医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
の

皆
さ
ん
へ

建
設
業
の
退
職
金
は
建
退
共

定要

見 本見 本

福
岡
県
特
定
最
低
賃
金
改
定

12
月
10
日
か
ら
福
岡
県
の
特
定
最

低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
該
当

し
な
い
産
業
は
、
福
岡
県
最
低
賃
金

（
１
時
間
９
９
２
円
）が
適
用
さ
れ
ま

す
。
詳
し
く
は
福
岡
労

働
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
く
だ
さ
い
。

問
福
岡
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
（
☎
092
―
411
―
４
５
７
８
）

○
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
香
典
返
し　

▽
故
古
河
艶
子（
旧
三

　

崎
）
▽
故
宮
崎
千
鶴
子
（
添
田
東
）

　

▽
故
荒
木
友
吉
郎（
添
田
中
）▽
故

　

中
村
嘉
子（
町
一
）▽
故
檜
原
敬
子

　
（
町
三
）

▼
一
般
寄
付　

社
会
福
祉
法
人
豊
徳

　

会
理
事
長
芦
馬
謙
二（
福
智
町
）

　
　
　
（
令
和
６
年
12
月
13
日
現
在
）

筑
豊
地
区
合
同
公
売
会
in
飯
塚
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新
年　

明
け
ま
し
て

　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

１
2025

◇
印
刷
／
丸
五
印
刷
株
式
会
社

※
広
報
そ
え
だ
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

◇
発
行
／
添
田
町
　
◇
編
集
／
総
務
課

〒
824-0691　

福
岡
県
田
川
郡
添
田
町
大
字
添
田
2151

番
地
　
　

☎
0947- 82-1231　

FA
X
 0947-82-2869

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
http://w

w
w
.tow
n.soeda.fukuoka.jp

◉火災に関する情報は☎ 42-0119で確認ください。

Soeda Town Assembly添田町議会

年頭のごあいさつ

ユニバーサルデザイン（ＵＤ）の考えに基づいた
見やすいデザインの文字を採用しています。

新
年　

明
け
ま
し
て

新
年　

明
け
ま
し
て

　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

新
年　

明
け
ま
し
て

　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

令
和
７
年
１
月
号

広報

そ
え
だ

　

令
和
７
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
添
田
町

　

令
和
７
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
添
田
町

議
会
を
代
表
し
て
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い

議
会
を
代
表
し
て
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希

望
に
満
ち
た
新
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ

望
に
満
ち
た
新
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ

と
に
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

と
に
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
平
素
か
ら
本
議
会
の
活
動
に
ご

　

ま
た
平
素
か
ら
本
議
会
の
活
動
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
と
に
改
め
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

こ
と
に
改
め
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
は
元
日
か
ら
最
大
震
度
７
を
観

　

昨
年
は
元
日
か
ら
最
大
震
度
７
を
観

測
し
た
能
登
半
島
地
震
が
発
生
、
２
日
に

測
し
た
能
登
半
島
地
震
が
発
生
、
２
日
に

は
羽
田
空
港
で
日
航
機
と
海
上
保
安
機

は
羽
田
空
港
で
日
航
機
と
海
上
保
安
機

が
衝
突
炎
上
、
さ
ら
に
３
日
に
は
北
九
州

が
衝
突
炎
上
、
さ
ら
に
３
日
に
は
北
九
州

市
小
倉
北
区
の
飲
食
店
街
で

市
小
倉
北
区
の
飲
食
店
街
で
3535
店
舗
を

店
舗
を

焼
損
す
る
大
規
模
な
火
災
が
発
生
し
波

焼
損
す
る
大
規
模
な
火
災
が
発
生
し
波

乱
の
年
明
け
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。そ
の
上
、

乱
の
年
明
け
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。そ
の
上
、

豪
雨
に
よ
る
災
害
が
激
甚
化・頻
発
化
し
、

豪
雨
に
よ
る
災
害
が
激
甚
化・頻
発
化
し
、

日
本
各
地
で
甚
大
な
被
害
も
多
く
発
生

日
本
各
地
で
甚
大
な
被
害
も
多
く
発
生

し
た
一
年
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

し
た
一
年
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
私
も
全
国
町
村
議
会
議
長
会
副

　

さ
て
私
も
全
国
町
村
議
会
議
長
会
副

会
長
と
し
て
１
年
半
が
過
ぎ
、
残
す
と

会
長
と
し
て
１
年
半
が
過
ぎ
、
残
す
と

こ
ろ
半
年
の
任
期
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

こ
ろ
半
年
の
任
期
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

間
、
コ
ロ
ナ
禍
も
落
ち
着
き
、
北
は
北
海

間
、
コ
ロ
ナ
禍
も
落
ち
着
き
、
北
は
北
海

道
、
南
は
沖
縄
県
、
そ
し
て
東
京
都
で
の

道
、
南
は
沖
縄
県
、
そ
し
て
東
京
都
で
の

会
議
、
更
に
は
政
府
や
国
会
議
員
へ
の
要

会
議
、
更
に
は
政
府
や
国
会
議
員
へ
の
要

請
活
動
も
非
常
に
多
く
な
り
、そ
の
都
度
、

請
活
動
も
非
常
に
多
く
な
り
、そ
の
都
度
、

貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
残
り
の
半
年
間
、
悔
い
の
な
い
よ
う

す
。
残
り
の
半
年
間
、
悔
い
の
な
い
よ
う

最
後
ま
で
責
務
を
果
た
し
な
が
ら
、
私

最
後
ま
で
責
務
を
果
た
し
な
が
ら
、
私

自
身
が
添
田
町
の
広
告
塔
と
な
っ
て
積
極

自
身
が
添
田
町
の
広
告
塔
と
な
っ
て
積
極

的
に
本
町
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と

的
に
本
町
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
議
会
で
は
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、
開

　

本
議
会
で
は
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、
開

か
れ
た
議
会
の
実
現
や
議
会
活
動
の
活

か
れ
た
議
会
の
実
現
や
議
会
活
動
の
活

性
化
に
資
す
る
た
め
議
会
基
本
条
例
を

性
化
に
資
す
る
た
め
議
会
基
本
条
例
を

制
定
し
ま
し
た
。

制
定
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
７
月
に
は
、
本
町
議
会
議
員
の

　

さ
ら
に
７
月
に
は
、
本
町
議
会
議
員
の

任
期
の
半
分
と
な
る
２
年
間
が
過
ぎ
、
添

任
期
の
半
分
と
な
る
２
年
間
が
過
ぎ
、
添

田
町
議
会
委
員
会
条
例
に
基
づ
き
、
広

田
町
議
会
委
員
会
条
例
に
基
づ
き
、
広

報
広
聴
常
任
委
員
会
委
員
（
議
長
を
除

報
広
聴
常
任
委
員
会
委
員
（
議
長
を
除

く
）
５
人
が
交
代
し
、
前
委
員
の
方
針
を

く
）
５
人
が
交
代
し
、
前
委
員
の
方
針
を

引
継
ぎ
、
現
在
は
新
し
い
メ
ン
バ
ー
で
創

引
継
ぎ
、
現
在
は
新
し
い
メ
ン
バ
ー
で
創

意
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
る

意
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
広
聴
活
動
は
も
と
よ
り
、

と
こ
ろ
で
す
。
広
聴
活
動
は
も
と
よ
り
、

議
会
報
告
会
の
開
催
、
議
会
報
告
の
ツ
ー

議
会
報
告
会
の
開
催
、
議
会
報
告
の
ツ
ー

ル
の
一
つ
で
も
あ
る
「
読
ま
れ
る
議
会
広

ル
の
一
つ
で
も
あ
る
「
読
ま
れ
る
議
会
広

報
紙
」
作
り
な
ど
、
当
委
員
会
の
役
割

報
紙
」
作
り
な
ど
、
当
委
員
会
の
役
割

は
非
常
に
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

は
非
常
に
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

発
行
責
任
者
と
し
て
皆
様
の
ご
期
待
に

発
行
責
任
者
と
し
て
皆
様
の
ご
期
待
に

添
え
る
よ
う
努
め
て
参
る
所
存
で
す
。　

添
え
る
よ
う
努
め
て
参
る
所
存
で
す
。　

　

本
年
４
月
に
は
新
し
い
小
中
学
校
が

　

本
年
４
月
に
は
新
し
い
小
中
学
校
が

開
校
い
た
し
ま
す
。
小
学
校
の
校
章
や
校

開
校
い
た
し
ま
す
。
小
学
校
の
校
章
や
校

歌
の
準
備
も
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
議

歌
の
準
備
も
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
議

会
と
い
た
し
ま
し
て
も
「
添
田
町
が
目
指

会
と
い
た
し
ま
し
て
も
「
添
田
町
が
目
指

す
子
ど
も
像
」
の
達
成
に
向
け
、
関
係
機

す
子
ど
も
像
」
の
達
成
に
向
け
、
関
係
機

関
と
と
も
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

関
と
と
も
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
す
。

　

こ
の
他
、
人
口
減
少
対
策
、
空
き
家

　

こ
の
他
、
人
口
減
少
対
策
、
空
き
家

対
策
、
農
林
業
対
策
な
ど
、
喫
緊
の
課

対
策
、
農
林
業
対
策
な
ど
、
喫
緊
の
課

題
も
山
積
し
て
い
ま
す
。
議
員
一
人
一
人

題
も
山
積
し
て
い
ま
す
。
議
員
一
人
一
人

の
資
質
の
向
上
と
責
任
、
議
員
の
団
結
に

の
資
質
の
向
上
と
責
任
、
議
員
の
団
結
に

よ
り
、
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
よ
う
対

よ
り
、
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
よ
う
対

処
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

処
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
人
口
減
少
・
高
齢
化
の
急
速
な

　

特
に
、
人
口
減
少
・
高
齢
化
の
急
速
な

進
行
も
相
ま
っ
て
、
今
後
は
私
ど
も
議
員

進
行
も
相
ま
っ
て
、
今
後
は
私
ど
も
議
員

の
定
数
割
れ
、
な
り
手
不
足
が
常
態
化
す

の
定
数
割
れ
、
な
り
手
不
足
が
常
態
化
す

る
な
ど
議
会
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
な

る
な
ど
議
会
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
な

状
況
に
直
面
す
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い

状
況
に
直
面
す
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
重
大
事
態
の
事
前
防

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
重
大
事
態
の
事
前
防

止
に
向
け
た
取
り
組
み
の
強
化
も
併
せ
て

止
に
向
け
た
取
り
組
み
の
強
化
も
併
せ
て

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

で
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
町
民
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

　

終
わ
り
に
町
民
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年

多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年

頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
す
。
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